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著な経済構造の変化をもたらすことを予定し， GN  Pの年間成長率を平均
8.5%, 1971年には1300億ノξーツとすることを目標とするものである。人口
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































はとくに 1月14, 15, 16 f3, 23日に活発に活動し， 5人を暗殺した。彼らはすべて軽
火器で武装しており， 調査によれば，大抵のグノレーフ。には外国人共産主義者がいて指
導している。彼らの勢力がとくに強いのは， SawangDindae, Pananikorn, Vanorn 
Nivat, Muang郡などであるが， ,Li局の鎮圧により，現在のところ彼らの活動は全く
停止してしまゥている。
ー 73 - 一（ 5 ）ー
タイ（ 1月〉
多東北ですでに武装闘争，愛国戦線代表確認























































































部 (14県）ではr1t,1，＝.に比し20%の増収であるが，東北部 (15県）では 16%の収穫減と



























































3 日 v中共，カンボジア戸明を支持一一一中国外交部は 1月 1日に発表されたタイ軍
のカンボジアrt'f所攻撃にかんするカ政府声明を支持L，タイ政府に警告する声明
を発表。
















tion of the Southeast Asia）を近く復活させることになった。





















































































































































































15日 ' 2月中頃にASA会議百集か一一消息筋によると，タナット外相は 2月中旬に
























































































































































一（ 20 ）ー - 88ー
タイ (1月〉
のように銃砲火の応酬が行なわれている。タイの諸紙の報道によれば，その状況



































































































































































































































































































































（ペトリュー）＝カピンブリ一間国道のベ 150kmの敷設 2. カピンブリー＝ナコー
ン ラーチシマ一国道延べ 130kmの敷設 3. 各地の飛行場建設，航空学校の開設
4. シーラチャ海岸，各地の飛行場に付属する油槽建設 5. サタヒープ軍港施設の
建設 6. サタヒープ軍港の倉庫の建設 7. サタヒーフ。飛行場の開設 8. チヨン
ブリ港の建設 9. シーラチャからドンムアン空港7kmの地点に至る油送ノξイプ敷設
(2) 明年度以降に資金援助を受けるものとして次の 3計画，援助予定額は 21億5000
万パーツ。 1. サタヒープ＝チャチュングサオ間国道延べ 350kmの敷設 2. 同区
間の第2道路敷設 3. コーラート週辺の運輸関係施設・道路網の改修・建設。
(3) さらに次の段階で援助を受ける計画として次の 3計画，援助予定額は 15億パー




































































































































65年 I 8976 グ 1100 I 
65年（全〉 5万4736 グ 6157 I 
うち日本むけ 3万6758 I 4050 I 
シンガポーノレ 8406 グ 976 I 
香 港 2864 グ 366 " 
マ フ ヤ 5726 グ 649 " 
多鉄鋼業設立の2計画
最近タイに鉄鋼工場を設立する 2つの計画が政府に提出された。
ひとつは SiamCement Co.の鉄鋼工場設立計画である。 この計画によると，新会

















































f Thai Salt Co.解散一一政府は国営会社 ThaiSalt Co.の解散を決定。







3 日 V タイ＝マレーシア国境問題一一タイ＝マレーシアの国境共産主義者鎮圧にか














































































































































ツである。従業員は 120名（うち邦人 9名），生産高は，これまで月間 100万
ヤードであったのが今年 1月から 120万ヤードベースと順調に伸びている。
























































北） Sawang Dan-din郡で警官隊は共産主義者2名を射殺， うち 1名はベトナム
人とみられる。 0同じく 8日，サダオ県（南部〉で撃ち合いののち， 3名を逮捕，
キャンプを発見。 021日，ウボンで 2名を射殺， 9名を逮捕。 024日，ナコーン
パノム県（東北）のPhupanfr陵地域で撃ち合いがあった。 023日より26日まで，
ウドン県で知事らの指導のもとに Nongbualamphoo郡を中心に山狩りが行なわ
れ， 24日までに 101人の容疑者を逮捕。 023日，スラターニー（南部〉で4人の
容疑者と警官隊との聞に撃ち合いがあった。
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- 85 一（ 57 ）一
タイ（3月〉
日誌（3月）
























































































億1880万ノミーツで， うち 2億6280万パーツは国庫から， 5600万ノミーツはカナダ政
府援助により，残余は中央銀行からの借入れによりまかなわれる。






















, 14日 ウボンラット（ナムポンゲ）ダム竣工ー ウボンラット多目的ダムが
竣工，発電所の閉所式が行なわれたのなお同ダムの工費は2800万ドノレ， J：期3ヵ



















- 89 - 、ムリ
タイ（3月〉
材，消費物資などの輸出を積極的に推進するなどである。





























, ASA閣僚会議の議題一一政府消息筋によると， 4月開催予定の ASA閣僚会





































- 91 - 一（ 63 ）一
タ イ（3月〉





























V タイ ι ラオス会談共同コミニュケ要旨 タイ，ラオスi1lfj国一首相は，ラオス
↑青勢，ジ斗ネープ協定をめぐるその後の事態の発展，］Jij匝！の経済技術上の協力，
ナム・グン・ダム建設援助などの問題を討議した。討議の結果，両国首相は，ジ


































































項目 一一 一？苧一l 附 I 凹 1965 
輸出 Cf.ob.)! 9577.71 12165.ol 12734.8 
経｜輸入 c.1. £.) I -12541.0 I -14015.o I -14901.5 
常｜貿易収支 I -2969. s I -1sso. o I -2166. 1 
勘｜？ス！政府I 576.4 I I 
　　　その他　　　 1s1.1 
蓄基幣用金および民間移転l -2.s (_ 20.s ( 36.2 
小計 I -2お5.9 ¥ -1097 . 1 ＼寸32.9














































米 45.77 （十 4.43) 1207 ( +260) 
メイズ 47.8 (+23.3) 
ジュート 11.1 (+ 5.5) 
タピオカ粉 8.0 ( + 2.8) 















































































1962 1963 1964 1965 
米国援助 555.7 636.8 370.0 884.9 
特 5.}!J 円 57.8 58.2 58.2 58.2 
コロンポ計加画え，た国純連受特取別額資金，
その他を








































稲植付地 P 4,024万7218 グ
被害地 グ 293万 1959 I 






中部地方 東北部地方 北部地方 南部地方
耕 地（ライ） 20,699,710 20,297,390 2,751,519 3,475,153 
稲植付地（ライ） 19,418,053 15,015,392 2,649,517 3,164,256 
被害地（ライ） 997,194 1,844,640 22,303 67,811 
収穫地（ライ） 18,420,859 13,170,742 2,627,214 1,096,445 
籾収穫量（トン） 5,355,973 2,304,431 1,049,632 477,614 
















コーラート 41,162 コンケン 65,700 ブリラム 17,014 
ロイエット 5,467 チャイプーミ 41,703 ウドン 10,139 
ノングカイ 255 ナコンパノム 6,080 サコンナコン 1,805 
yレーイ 6,504 ウボン 38,150 マハーサラカム 78,200
カラシン 49,058 スリサケット 9,808 スリン 14,274 
〔K.P. 4. 23.〕








































日＝タイ合弁企業である ThaiSteel Pipe Industry Co. Ltd.は，このほど投資委
員会をつうじて鋼管の輸入関税をひきあげてくれるよう， タイ政府に要請した。同社
は直経 1.5～4インチの溶接鋼管， 亜鉛びき鋼管の関税を現行のキロあたり 0.44パー






















































































































































































最近2ヵ月の聞に，ワボン県 LoengN ek Tha郡に接する地域で共産主義者の活動
が非常に活発になった。このことは官民ともに認めている。 ThartPhanom郡の Mu・
kdaharn, Ban Nabua地区， Muang郡 BanNong He地区，ナーケー郡，カムチエー



















































































































































































環として国連の援助を得て実施中であった調査により， ノレーイ県の 4ヵ所， Na 

























承認した。計画の予算は 4億 5000万パーツで，世銀からの借款600万ドル（ 1億
2000万パーツ），タイ国予算銀行からの借入れ800万ドル（ 1億 6000万ノミーツ），





























































































































































































































つける計画はない。なお， さきのタイとの契約分10万トンのうち， すでに 2万
2000トン（価格トンあたり 1600パーツ〉は先週船積みされ， 2～3万トンは5月
に，残りは 6月に積出されることになっている。















































































































































































ル交換率を売り， 買いとも 2.5サタン引き下げるよう，措置した。その結果， 5サタ
ンと 2.5サタンの差額だけ，銀行の儲けが大きくなるとされている。諸外国通貨建て
の市中銀行為替相場の引き下げ率は次の通り。
(1）英ポンド； 1ポンドにつき 4.5サタンの引き下げ。（2）香港ドノレ； 0.25サタン，（3)
ドイツ・マノレク； 0.325サタン，（4）オーストラリア・ドノレ； 2サタンラ（5）仏フラン；
















































2. 政府歳入は大体 132倍、パーツと見こまれ， 残りは国内外からの借入れ，援助に
よりまかなう。中央準備会（CentralReserve Fund）から 10億パーツを流用し， 10億
ノミーツの新規国債発行を行なう。 このほか9.5%の税収自然増と脱税の防止措置を講




















































(2) 職業教育開発計画。 中級技術者の養成を目的とするもので世界銀行から 600万
ドル，タイ国銀行から 800万ドルを借入れ， 政府出資金1億7000万パーツを加えた計





各種板ガラス 従価 50% 
従量 1キロにつき 1.25パーツ
各種ガラス器 従価 30% 
（食器，装飾用〕 従量 1個につき 1パーツ
なお， K.P.紙 5月13日号によると国内のガラス工業には「タイ旭ガラス」社の他，
国防省所属のガラス公社がある。同公社は通常ガラス器，耐火ガラスなどを生産して






























地雷を仕かけたものとして調査中。 07日，スリン県のカンボジア国境より 2km, 6 



















018日，タウィー内務次官は KhaoPhra Viharn地区を 5月5日にタイ軍が攻撃，
200人の損害を出したとする報道（カンボジア放送←UP乃は事実無根である，と述べ










































ると思われる」 と述べた。 018日警察が発表したところによると， 5月12日，カンチ
ャンブリ県のタイ＝ピ、ノレマ国境地区で、愛国戦線中央委員ノζヨム・チュラノント中佐を





活動を指導するとされている。 023日，行政局長 ChamnanY uvaboonは「ナコーン
パノム県では教員がテロの犠牲となることが多し、ので， 特別の警官隊を派遣し9 とく


















































(240km）‘チエンライニナコーンサワン（約600km), コンケーン＝Chumpae (95 
km），プラカノング＝シーラチャ（改修）。























イのヤンヒー電力公社何anheeElectricity Authority）から 7万kw水車 L基を
約57万1000ドルで受注した。また同時に入札された発電機部門も西ドイツのAE 
Gが47万ドルで受注したもようである。





























































1 日 V東南ア援助方針の内定ラ 日本政府一一一政府は東南アジア開発閣僚会議いらい
域内各国にたいする援助計画の具体化を急し、でし、るが，このほどタイおよびマレ





























































機の機種は22馬力， 9.5馬力， 6馬力の 3機種。
v教育水準←一一ピン文部相は次のように語った。タイの教育水準はいまだ、満足
すべきものではないが，少しずつ向上している。 1964年のMS 5級の試験に合格




18日 V タイ援助世銀協議グループ一一17, 18の両日，世銀主催のタイ援助協議グソレ
ープの会議が開催され， 「近年のタイの経済発展はめざましいものがあり？将来





















明した。完成は68年工費は6万7500ドノレ，能力は年間 500トン級鋼鉄船1隻， 4 
～5隻の木造船ラ 12隻ていどの乾ドック修理である。またラオスのサパナケット
に同様の造船所をつくる案が提出され，討議された。
21日 V メコン開発委員会に出席一一プンロド・ピンソン・エネルギー局長は， 「カ
ンボジアとの聞に外交関係はないが，プノンベンで開催予定のメコン開発委員会
には出席する」と語った。


















































The Thai Technical Engeneering I 
and Chemical Industry Co., Ltd. I 
Chalee Leelahasuwan氏




年産化学肥料｜ 未定 I 2s人
5,425万kg I I 
年産ゴム製品 ｜ノンブリ県 lm 人
76万kg I I 
年産パイナッ ｜ ｜ 
プノレかんづめ ！ 未定 I 210人




































































































































































第 1表 6ヵ年計画および新5ヵ年計画の資金調達（単位 100万パーツ〉
I 6明画前期 6カ年計画後期 6カ年計町宮山F計画i
咋；6お（実績） 1961.10 ～肌9
国内調達｜ ｜ 
中央政府 Is,120 46.7% 11,336 53.4% 11,056 so.9%1 35,ooo 66.4% 
公 企業 I1, 560 12 . 7 1,560 7 . 3 3, 120 9 . 3 I 1
I I』 5.700 10.8 
地方自治体｜ ns 5 . 9 1, 456 6 . 9 2 , 1s4 6 . 5 I J ’ 
小 計Is, oos 65. 3 14,352 67. 6 22, 360 66. 7 I 40, 700 77 . 2 
国外調達｜ ｜ 
借款I2 , 288 18 . 6 5,200 24. 5 7 , 488 22 . 4 h 
I I 12. 000 22 . 8 
贈与I1, 976 16 .1 1,664 7. 9 3,640 10. 9 I J ’ 
小 計I4,264 34. 7 附 4 32 .4 11, 128 33 . 3 l 12, 000 22 . 8 


















































































































































































































































































































































































第3表 1966, 7年度歳入予算の比較（単位 100万ノξーツ〉
1）歳 入 1966年度 1967年度 増加額
2公収品営入売上事収高業と諸種入事 103億7757万4 121億7560万 17億9802万63イ意0827万4 3億0290万 537万4
収入 3億3496万・2 4イ意2190万 8693万8
その他 収入 12億1919万 8億3960万 3億7959万
122億4000万 137億4000万 15億
2）借 款
日宇 蓄 重良 イ’丁ー 5億 8億 3億
商業銀行および民間 10億 14億 4-0意
中 央 吉良 行 4-0意 8億 4億






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ものとはし、えない。さ九に，この 5J] ３ Hには同内産業保護を理由として，
ミルク，アルミ J二ウム，ガラス製品など大衆に広く消費，利用される商品の
















第 5表国内債務 1960～65C単位 10億ノミーツ）
年末 1 証券｜国債 I Ji' 
J 9 6 0 2.11 4.27 6.38 
J 9 6 1 1.61 5.05 6.66 
1 9 6 2 1.61 6.03 7.64 
1 9 6 3 0.65 6.97 7.62 
1 9 6 4 0.65 8.13 8.78 
1 9 6 5 0.70 9.36 10.06 
cw所） Bank of Thailand, Mantんかん'jJurt;Data Supplied During the 
1965 Consultation. 
14%の利子を生むことになるというのである。」（サヤームニコン紙 1月22日
付）また， 6 Jj2I 日の閣議の席上で大蔵省は次のような国債発行についての
説明をしている。 f 1966年度においてすでに 2凶の国債売出しが行なわれ，
第 1回の10億パーツ発行分はすで、に売切れとなり，第2回分5億ノ〈ーツの発
行分もほとんど売切れに近くなってし、る。大蔵省は，さらに第3回分として








































































1965年中に政府が経済・社会開発のため支出した額は 70億パーツで， 64年より 7億


























1. 交通通信： 130億パーツ。 47本の高速道路全長 3800kmの建設アスフアルト舗
装工事全長2350km52本， 8S8の橋の建設。 2500kmの地方‘道路の改修および新設。
2. かんがしに！JO億パーツ。東北地i玉11ヵ｝九南部2ヵ所。
3. 教育： 55億パーツ。 1971年には 100万を越えると予想される学生に見合った
学校，教師の増加をはかるの
4. 電力： IO億パーツn 電力総生産量を57万キロワ、ソトから 100万キロワットへ
増加させるのすなわち Bangkrucy発電所の新設，ソ。ミボーン， ウボンラットー両発
























｜附 年 ！ ”67年｜附年｜附年 J1970年 ｜ 四71
j長女 収 額 J1,840.641 l,975.84J 2,118.401 2,261.641 2,413.341 2,471 34 
内訳
前lおよび油製1o'1 !)07‘2 92J.6 1,040.0 l, l()fi. 4 1,172.8 l,2:39.2 
た v:f 、＞－ー， 494.5 ;3s7. I 470.4 612.6 657.9 706.6 
wg ::360.4 370. 1 44fi.5 479.5 515.0 
その他の飲物 44.4 46.7 51.6 54.2 56.9 
守J ツ ’f- 2.0 2.1 2. J 2.2 2 .:3
ブ { 
2.0 
クー 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 
ヤI:; コよ 、ザ〆／ 22.1 24.6 27.4 :30.5 34.0 :17 .9 
かぎ煙草 お.1 8.7 9.2 9.7 10.:1 10.8 

















はなちず，今のところ流失をふせぐ妙案はιL‘。 L:B. 1V. 6. 16〕































































0タイ国連代表は13日事務総長に書簡を送り， 「カンボジアは 4月 14日から 5月5
日までの聞にタイ軍がプラピハーン地区で作戦したと主張したが， そのような事実は
ない。逆にカンボジアは 4月 18, 19, 21, 23, 25日， 5月5日にタイ領を攻撃した。」
-175ー 一（127）一
タイ（6・7月〉


















































Oパンコク軍事法廷は 6月 1日， 2日にわたり 1960年サリット内閣のもとで共産主
義容疑者として逮捕され，以来拘禁中であった 55人を釈放した。釈放理由は証拠不


























































0反共“hot line，，電話網 警察当局によると， 107の町の警察，役所，軍を結ぶ





















































































































































































































（注〕 この塵芥処理プラント系列のうち， 日間：320トン処理能力 3系列はノミン















































































19日 vドイツの 3会社が契約を競う一一ドイツの 3会社 Siemen,Telefunken, 
Standard Elektrik Larezは北部と南部の通信網改善工事 l億5000万パーツの入
札に応募。入札結果は来月発表の予定。
20日 v東北問題を SEATOに報告『 タノム首相は次のように述べたり
来るべき SEA'lひ閣僚会議〔キャンベラで26IJより開催）のタ f軍事顧問
団代表に対L，会議ではとくに東北の情勢を説明し、ζおくよう指示した。現在
--187- 一（ 139 )-
タイ（6月〉
のところ，政府は東北の情勢の発展をよく管制し得るが，将来武器・装備の点
で SEATO諸国の援助を求めねばならぬ事態が起るかも知れない。 SEATO 
がこのような時に前もって備えておいてくれる事を希望する。











































22日 V スントン経済相韓国，台湾訪問一一スントン経済相は， 2週間に亘る韓国と




















24日 ’ラーマン首相， ASA閣僚会議に参加か マレーシアのヲーマン首相は 8月
にタイを公式訪問す喝ると発表された。！百I首相は ASAの閣僚会議に参加するもの
とみられる。なお、ケアラルンプールの外交筋によれば，閣僚会議では共同の船


















































した。その理由として次のような事項があげられる。 ①GSA (General Service 



























































































































































































14日 l ASA閣僚会議， 8月3日から一一バンコクからの報道によると，タイ外務省




























































































資である。新工場はスクラップとともにロプブリ県 KaoTubkwang, Kao 
羽Tongprachanの鉱石（埋蔵量 500万トンといわれる〉をも使用する。工事
はまず ThaiCement Co.の ThaLarn にある熔鉱炉を移転させることか
らはじめ，電気炉2基（能力10トン），褐炭炉を据えつける。新工場の完成に
より年3億パーツの外貨を節約できることになる。
V木材価格値上り 林業公社，社長代理 Dusdeena Panong談， タイ国内
の建設ブーム，南ベトナムにおける軍事活動のため需要増加などが影響して，タ
イの木材価格は戦時なみの高騰を示している。






29日 , ASA，民間部門で協力を考慮一一ASAの作業部会は民間実業家を 3ヵ国（フ
ィリピン，マレーシア，タイ〉から招き，民間会議を12月にパンコクで開くと発
表。




















I. T. T.は2年後には年間 1万5000台の割合で電話および、電話部品の生産を
開始する。登録資本2000万ノミーツ，流動資本2000万パーツである。タイ電電公




































































































































































Souay = Xiang Khouan只聞の道路を修復し，北ベトナム，中共からするカンボジアへ
の補給に使っているようであるが， この道路はノンカイ県の国境沿いに走っている所
（岡県ポネピサイ郡）もありタイにとって重大な脅威である。























































































































































































































































































































17日 Vベトナム増派を要請一一「チャオタイ紙」 18日号によると， 17日バンコクに






























































































































































































































よる収入は 2億7362万 8干－パーツである。昨年同期の収入額は 2億5256万6千パ
ーツで、あった。貨物輸送運賃による収入は 2億7940万5千パーツで昨年同期は 2

























































































1 l3あたり 7立方米と 4立方米である。
10日 vバン・ポンゲに大クラフト紙製紙工場一一ー工場敷地はラーチャブリーのパン
ポング近くで 135エーカーにも及ぶ。 10月に着工され1969年4月には操業を開始











































































































































































































1966会計年度初の 9ヵ月間に流通貨幣量は16.1 o/oの増加をみている。 1966年6月初































部負債は1965年10月 1日， 16億8200万パーツであったのが， 1966年4月30日には114億
8600万パーツとなった。内部負債は二つの部門に分けられる。即ち，直接借款 106億
1600万ノミーツ，政府による保証債務8億7000万パーツである。外部負債については，






(B. W. 8.6.) 








































4. 社会・文化の分野における協力については， ASA高等教育会議を 1966年9月































































































































































































































































































































の充実に努めるべきであると論じている。 (K. p紙 9.27.)





















によれば， G.N.P.は 1968年には 1000億ノミーツの大台にのり， 1971年には 1250億
































































く輸入禁止解除品目＞ 1生肉および冷凍肉， 2.非保蔵果実， 3.ココナツ油，落花
生油，ヤシ油， 4.マッチ， 5.小ょうじ， 6.各種マット， 7.バスケット類，枝編み細工
類， 8.スリッパおよびサンダル， 9.竹製帽子， 10.各種うちわ，扇， 11.うす，すりこ
木，ひきうす（Mortars,pestles and mills), 12.鉄あるいは鋼製の切片あるいはサラ，
わん，盆，板， 13.鉄製平なべ， 14.アルミニウムあるいは銅製ひしゃく，スプーン，
フォーク， 15.各種ほうろう引き金物類。
＜主たる輸入禁止解除品目の関税＞ マッチ kg当り 30パーツ，ょうじkg当り75パー
ツ，すいか・みかんの皮kg当り 20パーツ。
＜輸入関税率の変更＞ 獣皮，羽はkg当り 13.50, 17パーツだ、ったのを25パーツに。
0織物機械は従来ー率30%, kg当り 11パーツだ、ったものが，敷物織機械80%, kg 
当り 40パーツ，その他の織物機械60%, kg当り20パーツとなった。











0牛皮，水牛皮は生皮がkg当り 0.50パーツから 1パーツ，乾燥皮がkg当り 1パー



































































09月の第2週（ 5～11日）， 東部スラタニ県 BanNasarn郡で警察，およびゲリ
ラ鎮圧特別隊は食料と医療品を渡すよう強要された住民の通報により， 共産主義者5
名を待伏せこれと交戦し， 1名を射殺した。










016日，警察は南部の KhanaRak Chat Niyomと呼ぶ。分離運動を指導していた
















































伝のための大集会を 2度開催した。 （B.W. 9.20) 
0ナコーンパノムでベトナム人のデモ一一一21日， 約20人のベトナム人青年がナコ｝
ンパノム市南方50kmのタートパノムにあるベトナム人公報事務所にデモをかけ，当局




































































































































































































































































は次の通り。 ThepChotinuchit （元商業省次官）, Pornchai Saengrat （元シーサ
ケット県選出国会議員）， PluerngVanuasri （元スリン県選出国会議員， Pitteu-
poom紙編集長）， Thongbat Thong司Pound（元ジャーナリス lト〉。




















































































































































Vソ連貿易代表“保釈”一一犯罪調査局（CLD）は， 26日に逮捕した L マム
-191ー 一（215）ー
タイ（9月）







































































































































































害をうけた。また Chiengsaen,Chiengkhoung, Tung, Mac Chan, Muang郡で
は5千戸が流失，冠水，半冠水したといわれる。







































































































































































































































































































































1967年度支出予算総額は 184億8千万パーツで， 66年度予算より 33億4千万パーツ，

































メ イ ズ 1,000,000 935,100 t + 6.9% 
ジュート 370,000 310,000グ 十19.2%
チーク材 161,000 143,000立方 t十12.6%
その他木材 1,303,000 1,137,000 " +14.6% 
特に木材の増産が著しかった。
工業生産：各工業分野の増産状況は次のとおり。
セメント 1,248,000トン +17.8% 
麻袋 39,900,000袋 +19.1% 
なお，石油の園内精製量が 18億0230方リットルと大幅に増加しているのが目立つ。
鉱業生産：
錫 26,419トン +22.1% 
タングステン 483 十21.7%
銅 12,403 +42.5% 
鉄 750,474 +393.1% 
マンガン 33,494 +202.9% 





















ジュート l , 353. 1 + 104 .4 
S易 946.2 + 5.2 
資本収支の方は 33億6890万パーツの黒字で，金および外貨準備高が65年9月の6億




1966会計年度の最初の 9ヵ月間における通貨発行高は 149億4190万パーツで 16.1%






































































3. 国防費 2,618.4 14.17 
4. 公共事業費 2,597.1 14.05 
5. 治安維持費 1,195.7 6.47 
6. 一般行政費 1,309.0 7.08 
7. 国債償却費 1,671.7 9.05 

































































































































































































1962年 I 555.7 
1963年 I 636.s 
1964年 I 370.o 
1965年上半期！ 211.7 
グ 下半期 1 673.7 





下～～－ I I 
I 1965 I 1966 
項目 ～・－－－－－1 ム ｜ 
輸 出I 6,303.7 I 7,873.4 
輸 入I 1,134.s I 10,119.4 
貿易収支 1-1, 298. 1 1 -1, 938. 9 
サービス， i I 
民間移転勘定（ 596 . 1 / 1, 630. 3 
経 常 収 支 ｜ -701.41 －湖6
政府移転勘定｜ 394. g I 1, 936 . 9 
資本取引｜ 478.7 I 680.8 
国際収支｜ 112.2) 川 9.1
誤差・脱ろう l378.21 319.2 























66年 I 4,440 








62年 1 550.2 
63年＇ 1 576.6 
64年 I 744.6 
65年 I 1,3os.s 
65年上半期 I 520.9 






















には108.3, 9月108.9, 10月109.6 (B. P. 11. 27.）となってU、る。特に上昇がいち
じるしいのは食料品で， 1月108.3, 8月 112.7を示し， 9～10月の聞にも 1.7%上
昇（B.P. 1. 27.）した。ついで上昇の大きいのは住居費，医療，娯楽，教育費で




















軍は 9月12日から29日までの聞に， 6回にわたり， タケオ，ソアイリエン，プレーベ
一（242）ー -140ー
タイ（10月）
ン， カンダyレ省その他のカンボジア領に侵入し， 9月11日から28日までの間に， 8回
にわたり領空を侵犯した。











0 7 13，国連特使デュ・リビング氏はバンコクよりプノンベンにむかった。 タイ政
府消息筋は， 「タイ側が特使に提示した条件をカンボジアがのめば， 国交はすぐにも
回復されよう。」と述べた。







































































ると考える。従って， “仲介”，“交渉”などは全く不必要である。 〔AFP-B.P. 10. 
26.〕
Oタイ＝カンボジア国交正常化の望みなし一一国連特使デュ・リビング氏は31日夜























































































































































































































































た計画は次の通り。 〔B.P. 1. 4.〕
( i ) かんがい施設： a.Lam Nam On計画。この計画はすでに USBR(US 
Bureau of Reclamation）の承認を得ており，現場までの道路はすでに建設中であ









































































































































0ナコンサワン県のタクリーに建設中の空軍基地で CitraConstruction Thailand 









































































































































































































などとはいうべきであるまい云々。 (B .W. 10. 16.) 

















































































































































































































































































































































































































































メイズ 63.00 マイロ 49.15 
粉砕メイズ 65.80 粉砕マイロ 51.95 
なお， 11月分 14万トンのメイズの輸出価格は F.0. B. Bangkok, トン当り















イ） 100%, 5 % 3,830 
ロ〕 10%, 15%, 20% 3,600 




3. もち米 4,000 
4. 嬬米はかま :3,020 
5. 蒸乾米 2,170 
6 蒸乾米のはかま 2,190 
7. cargo nee 3,340 





































































































































































































































































































































110ト I¥ I 寸110
100卜 I ¥ J 寸100
90ト F 寸 90
80　　　　
r I 口 1寸 I I I 1 I 1 1 l I I l , －，パJ r 



















1 Jj 2 2> 4 5 6 7 8 9 IO 11 12 
出所 The Determination and Analysis of Policies to Support and 




















1,500卜 ，＇I . 寸 1,500
1,000卜 it 寸 1,000
500卜 iI 寸 500
QI I I I I I I I I I I Q 
1937 ’39 ’41 ’43 ’45 ’47 ’49 ’51 ’53 ’55 ’57 
出所PhawanisinKhong Chawna lae Kankhakhaw nai Phakklang 



































































































支 出計画 I 資金計画
総 額問億05真－I I総 額制意00百万パーツ
全支出中 Ii
長官話回億00 グ (20.川［｜国家予算より 35蜘
通 信 運 輸 170億80 グ (30.58%) )I 借款援助 155億00 " 
電源附 3削グ (6.刊 ） ｜ 公 共企業収益峨00
主義安芸 l峨 50 " 凶削） I -- 一 一
1 CK.P. 1. 29，β.P. 12. 3, B.W. 
教育 65億20 I (12%) i 




収入総額 1240億00百万パーツ i支出総額 1125億00百万パーツ
一一一一一一一一一一一
国庫収入 870｛意00 I 行 政 費 35｛意600 I 
外国援助 50億00 I 開発計画 576億05 I 
外 貨借款 100｛意。。 I 
一一一一一一一一一一一一一一
国内借款 220億：00



































































































































































































1 日 V ビルマ訪問一ータノム首相ら一行31人がラングーンに到着。 3日間ピルマを
公式訪問するo



















































































1. 2以外の板ゴム， kg当り 7.00パーツ
2. クレーブoゴム，クレープ用、ゴム kg当り 5.95パーツ
3. 濃縮ラテックス液 kg当り 4.20パーツ
4. 生ラテックス液 kg当り 2.45パーツ










2 日 V農業協同組合銀行の資金源一一一 ll)J1 IJから農業協同組合銀行（Bankfor 











倉庫公団筋によると， パンコク・トンブリ地区にある官営14店では 1日に 500～
























7 日 V米の輸出一時禁止一一ナーム貿易局長は米価値上りに対拠して， 11月7日よ
り一時的に各種うるち米の輸出認可を行なわないと発表した。米価の高騰がおさ



























































































































































































lレ，橋長133メートルと 111メートノレ， マ橋脚・コンクリート 846立方メートル，
掘削 1万1450立方メートノレ，鉄骨組立81.2トン，マ橋げた架替22メートノレ。
































































































































的に停止する。 (K. I'. 12月8日）
場参1966年度貿易収支概算
l価 額！前年比［ 量 （前年比
輸出総額｜ 1時 （ （ （ 
米 I 40億o I -3000 I 136万トン I -40万トン
ゴム I 19 00 I - 100 I I 
ジュート i rn 45 I i 49 2000 I 
メイズ： 15 20 I 十 I 122 I 



















CK. P. 1. 11) 
日誌（12月〉
〔I〕政治・外交




































カンボジアが， 10月14, 17 !=I, 11月11日日付書簡で非難する 7件の国境侵犯事件
につきこれを事実無根であると主張し，さらに，カンボジア側はタイ政府が10月































































































































































































































































































































27日 V保留米2万トン一一政的スポークスマン発去o U）閣議決定により経済省は 5
%および10%精米， 2万トンを保留米として買収することになった。これは年度
末の米の値上りに備えようとするもので， 4月に買収を実埴し，公営のサイロま



















件， 1 {(3:8300万パーツ，申請件数は439件。 IFCT自身の借入れは世銀より 250万
ドノレ，西独より 1100万マルク。なお IFCTの登録資本額は 1億ノミーツ，払いこみ
額3000刀－パーツ。なお 5ヵ年計画中， lFCTは国庫予算より年間9000万パーツの
資金援助をうけるO (B. I'. 12.30) 









018日， ナコーンパノム県 Plaeak郡で警官１２人と共産主義者２０人が交戦， 1 
名を射殺したが，警官5名が負傷・した。



















































































持していた文書から確認された。 (B. W. 11.16）その後の報告によるとゲリラ





押収。 (B. W. 11.17) 
0同じく 16日の報告によると， CPM部隊はノンカイ県 PonePisai郡 BanDo. 
ng Sere村にひそむ40人のゲリラを包囲しようとしたが，彼らはサコンナコン県
境方rmへ逃れたもよう o なおこの隊はサリツト首相時代銃殺された Kron只の娘
Kruankem Jandawongが指揮してし、るといわれる。 (R. W. 11.17) 
、0共産ゲリラの勢力←ータウィー同防次官は次のように言－明したのタイの共産
ゲリラの数は 5000人以下で， これを400人の峨的な幹部要員が指導している n
この 400人の名簿はすでに政府間の手許にあるO ゲリラは五つのグループVこ；J
















































































































期 間 l政月：f側損害 成 果 l 毛たる衝突事件・古［}l考
11月 l
23～301:l I 


























1 9 6 6 年 の
政 治 経
1. 14 I「タイ人民の声」放送，「反帝・タノム政府打倒，自衛｜ 1. SI一部商品の輸入制限廃止
的武装闘争」を強調する愛国戦線のアピールを発表
タ
3. 22 I在タイ米軍，前年末より5000人ふえて 1万7000人とな｜ 3. 14 Iウボンラット多目的ダム竣工
る
6. 29 Iタノム首相，憲法は67年 1月 1日には発布の見込み，
と言明
5. 3 I関税定率法の一部改訂
7. 5 Iサタヒープ大海・空軍基地完成 I s.26 Iドル為替相場の小幅切下げ
10. 4 I在タイ米軍2万9000人に達し，他にベトナムから休暇
兵が月 3万の割でタイに来ている， とタナット外相が Is. 19 Iドル為替相場の小幅切下げ
言明
イ 年 表
済 対 外 関 係
1. 11 Iタイ軍2個大隊がラオスで活動中との報道あり（セン
トルイス・ディスバッチ紙）













9. 26 I制憲議会，空前の大型予算（185億パーツ〉を承認 I 9. 4 Iラオス内戦にタイ軍 3個大隊が参加か（北京放送〉
11. 10 I 「タイ共産党」の存在明るみに出る
9. 31 I経済開発6ヵ年計画終了 110. 19 I椎名外相，タイを訪問。 3ヵ年間総額6000万ドルの借







12. 26 Iタノム首相， 「憲法草案が制憲議会を通過し次第，憲 112. 2 I国家経済開発委員会，新5ヵ年計画最終案を承認，閣 I12. 1 Iベトナムへ海軍部隊約200人が出発
法を発布するが，総選挙実施は当分見合わせることに｜ ｜議を経て10月1日からさかのぼって実施 I 12. 7 Iラスク米国務長官，タイを訪問 戦闘部隊派遣と B-52
なるであろう」と言明 112. s Iアジア競技大会開催（～20日） ｜ ｜長距離爆撃隊のタイ進駐許可を説得か











韓 国 321頁 256頁 268頁
中 国 品切 519 
イ ン ド 244 241 257 
インドシナ 324 263 267 
フ ィ リ ピ ン 167 173 274 
タ イ 247 240 332 
シンガポ｝／レ 374 242 196 
インドネシア 303 296 251 
ビ ノレ ペr 269 325 387 
ノf キスタン 406 品切 354 















11布142{Jミ3 }] 15日印刷・ 3月25日発行／アジア経済研究所出版物通巻第683号・整理番号 66FS-4
